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粛樺太出火踏瑠艦琳の櫨付方法に就いて

講師　成・田　恒　美・
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亙鰭　　　　竃

　筆者は昭和8年より全14年に至る間嘩太の。眞嗣及び野固の両郡に亘る山火跡地の造林植付

法に就き改良の必要に遣られたのである。その当時樺太に於ては從來　般に行はれて來た植付

方法による造林地は一部には可なりな成績を挙げて居る所もあるが概して言えば威績頗る不良

であつた。即ち植付後枯死するものが相当に多く、叉活着したものも楮死しないと言うだけで

あつてその年度の生長は頗る徴弱であり、殊に春季植付のものにこの傾向が著るしく見られ

た。これを改良せんとして弐の如き方法を考案しこれを数年聞実行したがその蔵績は欄当見る

べきものがあつたと信するのでここに報皆することにした。街本稿を草するに当つて懇篤な助

言を賜つた竹崎嘉徳博1士並に校闘を辱うした恩師元京都大学致授佐藤彌太郎塵士に対して深甚

なる謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　　皿　鐘韓豫慶地⑳糧鐘⑳艦魏

　造林予定地は主として廣大な面積を占めて居る山火跡堆である。樺太の原生林は伐探前相当

数D天然生稚樹が存在しているから伐探後山火にさえ罹らなけれぽ天然更新は比較的容易に行

われる。故にかふる山火の罹災を受けない伐探跡施は一般にく工造林の必要を認めないのであ

る。山火跡地に於げる植生は樹木でばカバ類、ハ1■ノキ類、ヤナギ類が主たるものであるが一

般にその数は少なくトドマツ満エゾマツは殆んど存在しない。特に数回山火を蒙つた処に於て

はその数は一暦僅少である。地床植物としては：イフノガリスが最も多く、チシマザサ（ササの

種類はこの他にもある）がこれに弐ぐ。この両者がその主なるもので各々軍猿の郡落を形蔵し

てこれ等が殆んど全面積を占めて屠るといつていい。イワノガリヤス、チシマザサは共に革高

は40糎から1米に及んでいる。これに弐ぐものはエゾイチゴであるが前両者に比してその頻
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度が蓬かに少なく叉山腹の凹所等は展今フキ、ハンゴンサウその他の難草のみで植生を形成し

て居るがその面積は極めて小である。

　從來の造林威績不良箇所は一イワノガリャス、チシマザサ、ヱゾイチゴ等によつて占められて

居る処でこの堆帯が上述の如く造林予定地の大部分を占めているの亡ある。以下述べる植付方

法はかふる地域を対象としたものである。

　　　　　　　　　　　　皿　遣鱗蕾恭⑳種類履爽茜

樺太に於て一般に常用された苗木の鍾類及び大きさは家表の通りであつた。

　　　　　　　　　第1表　造林苗木の種類及び寧大さ

樹　　　種 苗　　　　　　　　長 摘　　　　　　　　要

ト　ドマツ 16～26c皿（卒均20cユn） ユ固廉替垂年生～2固床替6年生

ヱゾマツ ク 〃

グイマツ 2　0細　40　cIn　（卒ゴ句　30cIn， 1回宋替2年生～2回宋替3隼生’

カ　　　　バ 20～45c㎜（卒均30c㎜） 1　隼　生　　～1回宋替2年生

その他テフセンヵラマツ、ドイッタウヒ。ヵラマツ等の植栽も試みたが病斉や鼠害が著るし

く成林は困難であつたので本試験には上表の樹蟹を対象として植付方法の改良を図つた⑨

　　　　　　　　　　　　　　w　艦醸溝とそ⑳琢威畿⑳畷困

　最も普通に行われていた從來法を掲げることにする。

　（一）徒薬法

　堆椿後45纏四方の周囲に鍬を1入れて草叉は籍の根群とこれに附着する土壌を一緒に堀り取り

蛎糎四方の下暦の土壌を裸出する。これの中央に鍬を力彊く打ち込み鍬孔に苗木を植付げ踏み

付けて絡る。

　（2）不威績の療園

　次にこれ等の植付法り不威績の原因に就て2～3の考察をする。

　　（昼）縫菰姦候⑳縛舞艦

　5月から7月に亘る3ヶ月間の中少くとも1ヶ月問は雨量少く撫度も著るしく陵下し土壌ぼ

甚だしく乾燥する。これに対し植付の期間は5月’上中句から6月中下旬迄であるから一般に植

付期間中或は植け経了直籏乾燥に見舞れることとなる。然るに礎來の植付方法はこの乾燥に対

する対策をとつていなかつた爲に植栽木は生長が阻害されたり又枯死するものが多かづたので
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ある。

　（B）虫壌⑳縛議
　三宅康弐及び目下部正雄によれば樺太土壌は次土型である。ヒの土壌俸A・㌻A・l　A・lB・ノB・j

C厨に細分されていて各暦夫々特徴があるが造林蔵績に密接な関係を有するものは上部のムい

A。ラA。，暦である。弐に三宅廉弐の調査した土壌断面の外貌り性状を掲げると第2表の通り

である。

　　　　　　第2表　　土壌1断面の外貌の性秩

＼　　麿別
　　＼＼＼　　　　Ao　　　　厨
個所別　　　＼

傑一　　　呂

一敷　　　　香

厚30c㎜以上

厚30～50cm

A1　　　　　暦

厚5～6㎝工
　黒　色　粗髭

厚5～6cm　黒　色　粗霧

A2　　　　　暦

厚一〇脳ユ5cn1
友自色友扶
　粘性至つて乏し

厚30＾’60c1n
次　自　抄　土
　粘　性　な　し

　　　　“）A・暦は薄暦で魔植を争く含みA・暦は厚く魔植を殆んど含まない。

　キ表は火山罹災章見ない土壌であつて火山跡地の土壌も大体これと同様であるがA0暦が廃

失によつて蓬かに薄くなり、一般に数糎の厚さである点が相違している。A。，A。，暦は概ね上

表と差がない様に思われる。A・，人・暦・に就て述べると先づ腐植については三宅康爽の調査に

よれば第3表の通りである。皿

　　　　　　第3表　　暦別一魔植含量　・（耽土百分中）

一 ’0｝’1’一■… 肺一一㌦暦別
A1 A2 暦 lBエ

個所別
暦

保 呂、 10・4 1．2 コ乱6

｝ ｝敷 香 35，9 痕 跡 雪．6

　第2、第3表によればA・暦は薄暦であつて多くの魔植を含有するに対しA。暦は厚いが魔植

を殆んど含んでいない。腐植の点よりみてA1暦を活用することが大切であるに拘らす從來は

ユ暦を活用して居らなかつた。これが不威績の1原因と思われる。

　　　　（口）A2暦の土壌は固い。

　弐に土壌の固さに就いて述べるりへ暦は魔植を含有して粗髭であるに対しム。暦は比較的固

い。その原因としては腐植を殆んど含んで居らないこと、弐に粘土を禰当量含有することが上

げられる。三宅康弐によると保呂は残積土で粘土586％砂土414％であつて粘土を多く含有

すると云われる。更に芝本武雄によればpぴlso1A暦は箪粒組織が特徴であると。これ等の理
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w　藪箆樋特⑳瀞瀦

玖にこれを具体的に述べる・筒使用する鍬は唐鍬が丈夫で良い鷺Cある・

　（ユ）イワノガリヤヘ笹㌻並に粗魔植を除去し洩その下にある魔植質土壌を裸出せしめる。

この際出來る隈り腐植質土壌を残留する様に努力することが肝要であるこ÷は前述の通りであ

る。イワノガリャスは地下の根群を打ち切つて簡軍に除去することが出來るが、笹の場合は困

難であつて先つ所要の大きさに周囲を切り纏絡している地下茎の全部を除去する。植付床は乾

燥を防ぐ爲小とす季ことが望ましいが植孔の関係から大体縦30糎籏20糎位とする（笹にあつ

ては1これより多少面積を大としなければ作業が困難である）。

（2）鍬は深く打込むことが大切である。打込む際には鍬の双が地面になるぺく直角になる穣

にし、引き上げる時には周囲の土壌を散乱せしめぬ様にその儀引き上げる。2～4糎の距離を

置いて同様の方法を繰返すと植付床は必要の程度に膨較となり且腐植質土壌は1大体植孔に保存

される（第1，2図参照）。この場合土壌の堅較の度に從つて打込む回数及び間隔を加滅すぺき

ことは言う迄もない。

剃圏
　　　平両圃

鵠z圃
補野旬禺（刈一ら）’

レ

1一←
言ニヒ

5

、、
　　　．＼

払　　　　　　／　！

檎　　11’！
艦．l　l／’1　　＼
　　　㌧l　l　　－
　　　　　8！へ雛紬地甲．

　　　　　　　　鋼畑打ヒんだ蹄

　瓦、名，ζ辻、£、チ

1享鍬の打込ケ所茎禾事

　（3）苗木を植付けるにはもう一度鍬を植付床の中央に打込んでこれを前後に動かし所要の植

穴を作つてそとに植え込む。植付けた後土壌を充分に踏み付ける。

　（4）植付床を粗魔植枝際難草笹等で被覆して乾燥を防ぐのであるがこの際被覆の程度はヵバ、

グイ亨ツに対しては被覆が比較的少なくても良好な結果を示すが、トドマヘヱゾマッは充分

に被覆して土壌水分を維持せしめることが大切下ある・特rエゾマツは充分被覆すると良好な

結果が得られた。

．以上の植付方法は亙の項に於亡述ぺた通り、樺太造林地の殆んど全面積を占めるイワノガリ1

ヤ恥チシマザサ、ヱゾイチゴ等の瞳生地帯に実行し得る方法である。極めて小面積ではある



2q._ 

~~~J~~~l;L)_ ~rlF~f~~~~~':~VCit~~~~~~?~*5~~~)~7~~ ..-/ " ,,,. . ~ :/ )? ~7=*~cLL)*~t~~_,_;'=~**_i~~:~*~ IC~~-~V~~J~ ~rD .='* 

= 
~~~~.~~y/J'~~~]~'_t_ ~t~~f'/'~:~~~:~)~. C(~~~~~P~~1Ji:~)F.~~__,_~(~:7L)~:~~~~~~:~~~~~~ i)~~~ L ~f,~(Z)~~~~; 

~: ~ J~~~~l:L)/j~i-~~;~CJ~~""~:~C ~ ~~~ ~ ~7~~ ~ ~~~~ d~ L'-~*VC ~ ~~~j_ ;'L~-~.:･~~=*. ~ ~) ~~~ ~~~~z_ LIC 'L~ ~LV'~~C ~:b~L 

~._,. C~~~~~~(Z)~~~~･~~C~E~i:f~ ?~(~:~)V~~~ft~~~!~~-flQrf~~~~)- J~ ~} ~)' ~~:3~CZ)T~ljj~)~~'~)OIC~~~ 

2 ~1 r_ ~~ ~* ~:-~~~~ ~_ ~ ~ ~~_'r~f,~:I~; ~> ~ 

~~~~i~~tl~:~ff~f /*~:~~:~~~~Ll~~il~~f~F~ ~~* ~ ~~~~ ~t f~:V~~i~i rc~>~C ~ '{;^~~i~(~)ji~~r~~~~~c ~~ ~ ~ 

(7~L)tc~tLC~~'~~~~*~c~~~~J~;7~,"~~~~~~~*7~~:~fc. ~P~ h h'~+ y> = y+ y}c~OC~~~tl~~~f･f~~~:(Z)'=,~f,*~*',--,=,~; 

~~:~~fV'~~i~ 3 - 4~,;,~~"'~~~~~~:~~)Olc*~ ~ (Z)~~C ~LVc'~~JCk~~P~.-~l2~~{Vc ~~:~ L~~. ~ i ? y k~'~^~~~:(~ 

lO ;F･=r~~ ~~:TVc~~iL~F~1 2.*.- ~:~'(L)_ ~~Lir~:r-+_ ~~;L~~'~Vcl~C ~t~:kc ~frt~~J~~:7~)~F~~~~~:7~;."~~'T. L~~. ~~f~;~ 

~"~~:~" h F ~ y* = f?y4~l~~~ 98~~:J~~)zF~,-~d~~) D* ~4 ~ y~~y/J L'~~~~ 93 7'"~~~~* 

~~~~~ ~ 6 ~f ~ * y ~~+'~~f-"*- ~~ ~ ~(D~t~~~~~~~~,j7;f j~~(D~~~_.~ft~~~~~j~~:~t:~ (77J~'~~-~~~~~*~ C) 

IC 6 ;~~~c.Tj'_~;C ~ ~~~~f"<~ (. . -~f-4 1 y ~~f~:(Z)~~i･'~~:ycit~~~~:ff~~~1~ i9~~~tlC ~f~i>~1 

~i~~~,1~~:"~~~i ~~;~ ･- ~:~' ~ ~ rf ? y(~)~~:f~ ~~~:~= ~ =~~~~l~ ~ ~~~L~~;kc ~> i ~~~?~~~~~c~;1~~(Z)~:~) 

~. ~l'^_~~~;i~:~;~i_~L~~jJ~: ~~~~~7~~)1~~~;';~j+~]kc~:ft~c ~~~~ ~ +' ~~~e~~P 4 ? ~'(Z)~~~j~~~~~~'=*~'~.~:V~t ~:~L.~: 

}; J~ /~ t~~~~ ~:.B3*. ~ . ~:J~~t/J.~i~*~~t~~ ~ ~7 600 l*a. ~:O 2 ~~~Vc ~7. -,:L~:~~*-~~~(D~:~~~~'~) 7.. 

~cDE~Ci~;i~:ff~:~l)L)Js;~J~~~.~'~_*kc~tCk~~4',',~~I~~~(Z)_] ~I 300 ~~~,'･'*L~ft~c~~~:1 C~~:ft~i~ ~~~:~ VCIJ.~: T~~ 

~ ~~>~. ~~J I ~fJ~~~~h~;~~J~~~~ ~12:~ ~EI~i~~~ ~C~~Lrc ~:: ~ ~~)_ ~!~~~~~:~~~~:_~~~~)~~*~ 

~~~~r'~f~~IL;~T~[j~:7¥.k-c fj'<+C.~'~"/1*'~~]L) 3 - 5 ~lFP I ~J(D~~J~~~~:~~i-'~'~"-* L-･"f~~* ~)~ C ~ ~~~~ ~ ~･~~) 7. * 

~' ~ L~~~:ftJ~~~~~~]~)~~~ ~~ ~ T~IJ~~)~~~ I ~ii~l'+'~~~* L~~='= ~ ~ ~ ~c ~ ~~'tf~^*~1:~(Z)T/[j~~~~~(Z)~._.~~"~:~~ 

A~'~'"~~'~~)_ I --*~1J=~~~_ < ~~'~"DL~~~~~'*_J~ C i~ ~ f~~ 19 . J~C~~~c~Q 5 ~~c~i~~~ft~:(~)~~~:~~t*~{~Q~f ~:)~Q~~~~~~L~~~ 

(~)~i;*~jJ~~k~~lfs~~;~t~:~ ~ (D ~ ~~~ ~. 

~Vnr ~~ :~ 
~:=.r--~~~~~~~ ~u j~~li~~~~:~~~*~~1' rc ..~~(_~~;,_~]'L)~~.~~~i~i~!~~-~ ~~:~~~ L C~:~~~~~*p~r~ ~;*- ~~~ ~~~'~ ~~. 

(l^ ~~:f~lfs~~,~~(~)~~~~:=T~~~:r~~~f~j=~'-~:(~l~･~~*~i~~~~c~~-~~~'h~Llc~~~~:ll~:~~'1L__.,*-'~L~_.,--".':,~~l~~~~~l~~~~~~ . ~~L)~~~･'---~'~~~ 

~~~i'~:~'Ji~~i= ~EI~{~~~,~: ~~~:~l-~ ~ J~ ~ ~c U.f~c(~~~~~~f~~~cj~~i~~~30~=~~ ~~･~~ o;~r~!~~~~Vc~~ 

(2) ~if*,~'~~-:L~:~~i/~._ ~~Vc~~¥~~>~ ~~~~_ ~~~L~~L.~:~)~~~v*~=~:_~*~'~r'.k-c 1~~~~~f~ c~~~)~~7~~> 

~ . c(~)~;tC i~~~t~~~-.i_~~'k~~~l~~._+~~rT f)~ ~~~f~~~~J~'(z){~~~~~~~; < ~~fr~'+'~c ~~; ~ -' ¥' ~~i:L~L~~ilrc~;~~: ~~; ;~~~~.<~c~~~: < 

~T'~_･~~~I~I(7]L)i~.~~~*~j~~･~ ~~i~~~c' c' (~)f~~[~iL'~'~. c~t~_ 2 - 4~r~:~~~~: c~'+.,~-.,",;.~~_~t~~fr~~.~(z)~'*~k~ 



．30

　（3）鍬を植付床の中央に打ち込み前後に動かして植孔を作つて苗木を植え付ける。

　（4）枝條雑革笹粗魔植等で植付床を充分被覆する。この程度はグイマツ、ヵバに潜しては比

較的少量でよいがトドマッ、エゾマツは充分被覆する方が蔵績が良い。

　以上の改良植付法を実施して良好な緒果を得たのである。これによると植付の功程が多少上

昇したのと下刈手入の回数を3～5回中少くとも1回は省賂し得るので造林費用の1割近くを

節約することが出來た。

糠關蕎⑳言薬

　本報文は報告者の樺太に於ける6年間の研究の緒果であつて・樺本の山火跡地の環境條件を1

考うる時この方法は適切な方法であると信’んする。最近我が國の全般に亘り乱伐跡地、大面積

山火跡地及び虫害による松林の大面積皆段跡堆の再造林が目下の急務として取り上げられて屠

るがこれ等の要造林の中には樺太の山火跡地と或る程度立地條件を等しくする個所もあると思

はれるので　　例へば内海地方の寡雨地方の虫害跡地の如き　　かふる個所の造林については；

この方法は好参考資料となるであろうと思う。

　　　　　　　　　　　林学博土佐藤彌太郎
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~Sulnmary 

The auther used the f('-rllowing planting nlethod o~ the seedlings ancl eould o~ btain 

rather goo~ d results. 

This nlethod was done as fo~ 110ws: 

( I ; The grass, weeds anc~1 rawhun~us are stripped off fronl a spot about 30 X 

2Ocnl square, and the upper 8urface of humLls soil is exl~)osed. 

(Ar) As the layer of humus soil is th.In m genela] we should not breal*. the 

ground of the spot considering nutrient deficiencvJ of the seedlings. For this 

purpose the blac_~e of '('To~ ukuwa" Ca k'-ind o~ f hoe) must be driven down several 

times as seen in Fig. l, Iest the humus soil shol-lld be renlo~ ved from the spot, 

in worl･.ing 'eToul-.uwa" tcb bring uP no soil ((}f. Fig. 2). 

(3) Work ('Touku~va" back ancl f)rth so that a weclge - shaPed hole is made~ 

and plant a seedling there. 

C4) To cover th= spot wlth twlgs, grass w'*,--ds lawhulnus, etc. is well to protect 

the (~lrought dam;ag'e causecl by the special clilnate of Sagh'.'~lien 

The cost of the silvic,ultl..lral expense by t,his method was about 10 a/c less than 

usual, ancl the be.tter forest would be expectet~1. 




